
令和６年度 第３回 学校運営協議会議事録 

２０２４年 ２月１日 

校名 府立吹田高等学校 

校長名 大川 賢司 

開催日時 令和６年度２月１日（木）15：00～16：30 

開催場所 府立吹田高等学校 本館 2階 会議室 

出席者（委員） 岡﨑守夫会長、北波道子副会長、池谷綱記委員、竹内必勝委員 

出席者（学校） 
大川賢司校長、飯田卓教頭、島田敬三事務長、加藤靖之首席、小澤靖典首席、 

信塚大貴教諭 

傍聴者 0名 

協議資料 

令和５年度 学校経営計画及び学校評価 
令和５年度 学校教育自己診断結果 
令和５年度 授業アンケート結果 
令和６年度 学校経営計画及び学校評価 

備考  

 

議題等（次第順） 

・令和５年度 学校経営計画及び学校評価 達成状況ついて 
・令和６年度 学校経営計画及び学校評価ついて 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

〇令和５年度 学校経営計画及び学校評価 達成状況について以下の通り質疑応答・意見交換を行った。 

 

中期目標４．関連 

 

質問：広報では、50ほどの学習塾に営業に行かれたそうだが、どんな資料を使用しているのか。 

回答：学校説明会の内容と毎年の進路実績の資料をパンフレットに入れている。パンフレットはカラフルでキャッチ 

―なもの（卒業生の silsil さんのデザイン）なので、取っていってもらいやすい。 

質問：そのパンフレットは「卒業生の声」などは入っているのか。 

回答：パンフレットの中には入っていないが、鳳志会プレスなどに記載している。部活動のことや卒業生のことなど。

本校に来ていただける説明会の時は必ず準備はしているので、今後活用を考えたい。中学生はよく TikTok

（SNS）を見ている。それをみて吹田高校楽しそうといって来てくれる中学生がいたりします。 

質問：クラスルームとはどういうものか。 



回答：生徒への連絡ツールで、オンライン授業をすることもできる。授業ごとに一つのクラス（コンピューター上のフォ

ルダのようなもの）を作り、先生から連絡でき、課題を送ることや生徒から質問をすることもできる。例えば、情

報の授業では週に 1回必ずタイピング練習の課題を送っている。 

質問：クラスルームで生徒に連絡することができるが、親にも連絡することはできないか。今後全てペーパーレス化 

するのか。 

回答：教科書がデータ化されていくことが予想されるが、まだまだ紙に書かせる重要性や、教科書を持つということ 

の必要性もあると思うので、現状すぐペーパーレスになることはない。クラスルームの保護者ＩＤを作ることは 

可能であるが、保護者に一度ログインしてもらう必要がある。何かの機会で行うとするとそれだけで多くの時間 

が必要になり、ものすごく負担が大きい。軌道に乗れば、楽になるかもしれないが、そこにはまだハードルが 

ある。 

 

中期目標１、４．関連 

 

意見：遅刻の数について、以前のように縛るような指導ではお互い納得がいかないので、早朝登校指導を辛抱強く 

行わないといけない。また、遅刻の数が学校を評価する指標にならなくてもいいような方法をめざすことが必要 

である。 

また教職員の「校内メールの定着で公務の効率化がはかられている」という部分が大きく落ち込んでいるという 

のは、私はプラスに捉えた。様々なところでペーパーレス化が定着しているので数値が低くなっているのでは

ないかと考え、下がるのは仕方のないこと。学校教育自己診断の質問の仕方を工夫されてみてはどうか。次

に効率化に役立つことは何かという観点でいろんな先生の意見を聞きながら考えていければよい。 

 

〇令和６年度 学校経営計画及び学校評価ついて（資料４）について以下の通り質疑応答・意見交換を行った。 

 

意見：いい意味でスリム化ができている。数値目標、評価指標もこれまで以上に明確になったので見ていて、いろ 

いろな評価をするときにわかりやすいという印象。 

 

中期目標１．関連 

 

質問：総遅刻数 2％は今の状況から減らすということか。 

回答：そうです。 

質問：遅刻しない人とルーズな人は大きく異なる。月に 1・2回遅刻の人は仕方なく遅れてしまう人だが、多い人は 

普段からだらしない人、自律できていない人。組織として目標を立てることはやりやすいが、指導としてはでき 

ない人にどう指導していくのかが大事。罰があるからきちんとするのではなく、自覚を持ってほしいがなかなか 

難しいと思う。 

回答：今、生徒指導部長と考えているのは、なぜ遅刻をしてはいけないのかということをしっかり理解を求めていこ 

うということ。人生の中では絶対遅刻してはいけない日があるのを意識して、案の段階だが、「遅刻ゼロの日」 

みたいなものをしてみたいと話している。 

 



質問：遅刻の理由としてバスが一杯で乗れないということはあるか。 

回答：ほぼない。単純に起きられない生徒が多い。遠くからきている生徒も多いので、遅刻が多くなってしまうのは 

仕方ない部分はある。特に雨の日とかは多い。 
 

   

次回の会議日程 

日時 令和 6年 6月 28日（金）15時 00分 

会場 府立吹田高等学校 本館 2階 会議室 

 


